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新興感染症対策訓練

～平時からの備えについて～



新興感染症（Newly emerging infectious diseases）とは

ヒトにおいて始めて認識された感染症で、新しい病原体のヒトへの

侵入、以前よりあったもののそれまで探知されていなかった病原体、

あるいは既知の疾患が新たに感染症であると判明したものなどが含

まれる。また、そのまん延により国民の生命及び健康に重大な影響

を与えるおそれがある感染症である。



近年発生した新興感染症
西暦 感染症

1976 エボラ出血熱

1997 鳥インフルエンザ（H5N1)のヒト感染

2003 重症呼吸器症候群（SARS)

2009 新型パンデミックインフルエンザ（AH1N1)

2011 重症熱性血小板減少症（SFTS）

2012 中東呼吸器症候群（MERS）

2013 鳥インフルエンザ（H7N9)のヒト感染

2015 ジカウイルス感染症

2019 新型コロナウイルス感染症

2022 サル痘



コロナの経験を活かし、
平時から地域全体でレジリエントなしくみ
を作る



医療サージからレジリエンスエンジニアリングへ

医療サージ

突発的な患者の急増に対して、

一時的に病床・人員・物心を増強

する仕組み

レジリエンスエンジニアリング

通常医療と感染症対応を両立し、変

化に対応した持続的な対応を行う



地域全体で新興感染症対策の仕組みを作る

内
科

外
科

小
児
科

医師会

医療機関 診療所・クリニック

感染症指定医療機関など



転載：大阪大学CiDER くつ王サイダーチャンネル 「新興感染症から地域を守れ！チーム吹田の終わりなき戦い」



新興感染症訓練のポイント
1. 感染者（疑い）発生時

◆ 患者受け入れ（搬送経路、診療対応PPEなど）

◆ 地域や関係各機関との情報共有

２．新興感染症を想定とした体制の整備

◆ ＢCPの整備

・Incident Command System : ICS

（緊急時総合調整システム）

・備蓄物品の準備

◆地域ネットワークの整備



１．患者（疑い）発生時

患者受け入れ



初期診療時のポイント

DX：Disease X
（名称未定の新興感染症とする）

転載：大阪大学CiDER くつ王サイダーチャンネル 「新興感染症から地域を守れ！チーム吹田の終わりなき戦い」



初期対応 隔離室診療とPPEの着用

可能な限り、陰圧室相当の隔離室で診療
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地域や各関係機関との情報共有



1次対応医療機関

感染症指定
医療機関

保健所消防 2次対応医療機関

医療機関、消防、保健所との情報共有と連携

疑い時点から、各機関との情報共有を開始



医療機関、保健所、消防で同じレベルのPPEでの対応
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２．新興感染症を想定した体制の整備

地域全体でのＢCPの整備

 Command System : ICS（緊急時総合調整システム）

備蓄物品の準備
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Incident Command System : ICS
（緊急時総合調整システム）

◆米国で山林火災の消火活動の失敗を生かし、あるゆる健康危機（All Hazard）に対応するために

作成された標準化したマネジメントツール

◆健康危機が発生した場合における「効果的で効率的なマネジメント」の達成のための概念ツール

◆健康危機の規模の大小や種類を問わず用いることのできる柔軟性のあるシステム

◆ 健康危機対応のそれぞれの活動が統合され、円滑な調整につながり、全ての関係者が機能的に活

動することを促進する

インシデント（Incident）＝事態
 コマンド （Command）＝指揮・命令・調整
 システム （System）＝仕組み

現場指揮者

実行部門 企画部門 包括支援部門
財務・

総務部門

目的達成のための
資源の決定
戦術レベルにおけ
る危機対応の決定

情報収集・分析
資源の追跡
文書作成・保存

資源および必要な
サービスの供給

支出・請求・補償に
関する会計
必要な資源の調達

目的・戦略・優先順位の確立
担当する災害対応に関する全ての
責任を負う
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地域全体の備蓄状況について把握しておく

転載：大阪大学CiDER くつ王サイダーチャンネル 「新興感染症から地域を守れ！チーム吹田の終わりなき戦い」



まとめ

◆平時から、地域の関係各機関と連携した仕組みづくりや訓練
を行う

◆平時から、人、物、情報が枯渇しにくい仕組みづくりや対応
ができるようにしておく

◆初動のみでなく、長期的対応を予測し通常医療と共存でき
るなレジリエントな仕組みづくりを行う



参考・引用文献

• Front. Public Health, 08 November 2021,Sec. Disaster and Emergency Medicine Volume 9 - 2021 

https://doi.org/10.3389/fpubh.2021.764069

• 奈良由美子：厚生労働省新型インフルエンザ等対策推進会議（第５回）令和５年11月8日 資料2：次なる感染症

流行への課題  -リスクコミュニケーションに関して-

• 永田高志他：災害時の指揮命令系統の構築インシデントコマンドシステム（ICS)緊急時総合調整システムの照会,杏林

医会誌2015.46(4):275-27９

• 大阪大学CiDER くつ王サイダーチャンネル 「新興感染症から地域を守れ！チーム吹田の終わりなき戦い」

https://www.youtube.com/watch?v=iF-nBbKTpEo
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